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井上信治全日議連事務局長に聞く

　

一
昨
年
設
立
さ
れ
た
全
日
本
不
動
産
政
策
推
進
議
員
連

盟
が
活
躍
中
だ
。
今
号
で
は
、
全
日
議
連
事
務
局
長
の
井

上
信
治
議
員
に
不
動
産
業
界
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
と
展

望
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。（
取
材
日
は
２
月
24
日
）

―
―

平
成
26
年
「
全
日
本

不
動
産
政
策
推
進
議
員
連

盟
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
井

上
議
員
は
事
務
局
長
を
お
務

め
で
す
が
、
議
連
設
立
に
際

し
、
苦
労
さ
れ
た
点
は
何
で

す
か
。

　

議
連
設
立
は
、
私
た
ち
議

員
に
と
っ
て
も
悲
願
で
し

た
。
２
４
１
名
で
ス
タ
ー
ト

し
た
議
連
は
現
在
２
７
８
名

に
な
り
、
自
民
党
の
み
の
議

連
の
中
で
は
最
大
の
議
員
連

盟
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

事
務
局
長
と
い
う
の
は
、

事
務
仕
事
、
下
働
き
を
全
部

や
る
わ
け
で
す
か
ら
、
な
か

な
か
時
間
と
労
力
が
か
か
る

仕
事
で
す
。

　

議
連
設
立
後
す
ぐ
に
議
員

立
法
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
議
員
立
法
を
作
る
の

は
と
て
も
大
変
な
仕
事
で
、

法
案
作
成
も
大
変
で
し
た

が
、
厳
し
い
国
会
情
勢
の
中

で
野
党
へ
の
根
回
し
も
大
変

で
し
た
。

　

今
国
会
で
は
、
閣
法
の
宅

建
業
法
改
正
に
盛
り
込
む
と

い
う
「
奇
策
」
と
も
言
え
る

手
法
を
使
っ
て
、
法
案
提
出

ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

―
―

議
連
と
私
た
ち
協
会

と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す

か
。

　

議
員
と
事
業
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
一
番

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
議
員

が
国
会
の
動
き
を
協
会
の
皆

様
に
丁
寧
に
説
明
す
る
と
と

も
に
、
現
場
で
苦
労
さ
れ
て

い
る
皆
様
の
ご
要
望
を
聞
く

機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
レ
ベ
ル
の
交

流
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
地

域
で
地
元
選
出
の
国
会
議
員

と
緊
密
に
交
流
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

―
―

先
生
は
旧
建
設
省

（
現
国
交
省
）
の
ご
出
身
で

す
が
、
不
動
産
業
に
関
し
て

当
時
と
現
在
で
変
わ
っ
た
こ

と
、
変
わ
ら
な
い
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

　

私
は
平
成
６
年
に
入
省
し

ま
し
て
、
ち
ょ
う
ど
バ
ブ
ル

が
崩
壊
し
、
翌
年
に
は
阪

神
淡
路
大
震
災
が
起
こ
る
と

い
う
大
変
厳
し
い
時
期
で
し

た
。
そ
ん
な
中
、
国
民
に

開
か
れ
た
行
政
を
目
指
し
、

様
々
な
改
革
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

た
と
え
ば
レ
イ
ン
ズ
（
不

動
産
流
通
標
準
情
報
シ
ス
テ

ム
）
へ
の
専
任
媒
介
契
約
の

登
録
義
務
付
け
、
住
宅
の
品

質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
の
制
定
な
ど
で
す
。

　

他
方
で
、
中
古
住
宅
の
流

通
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
進
展

し
て
い
な
い
の
が
気
が
か
り

で
す
。
私
は
自
民
党
「
住
宅

土
地
・
都
市
政
策
調
査
会
中

古
住
宅
市
場
活
性
化
小
委
員

会
」
の
事
務
局
長
も
や
っ
て

い
て
、
今
度
の
宅
建
業
法
改

正
も
そ
う
で
す
が
、
中
古
住

宅
政
策
の
改
革
を
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
古
住
宅
の
最
大
の
問

題
は
、「
情
報
の
非
対
称
性
」

だ
と
思
い
ま
す
。
一
般
の
消

費
者
か
ら
す
る
と
、
中
古
住

宅
は
心
配
だ
と
い
う
声
が
多

い
。
今
回
の
業
法
改
正
で
も

イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
（
住
宅

診
断
）
の
有
効
活
用
を
謳
っ

て
い
ま
す
。

―
―

空
き
家
対
策
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

す
か
。

　

空
き
家
問
題
は
非
常
に
深

刻
で
す
。
空
き
家
対
策
に
は

３
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
１

つ
目
は
、
空
き
家
の
発
生
防

止
で
す
。
空
き
家
に
さ
せ
な

い
よ
う
に
す
る
。２
つ
目
は
、

使
え
る
空
き
家
の
有
効
活

用
。
３
つ
目
は
、
使
え
な
い

空
き
家
、
危
険
な
空
き
家
は

除
却
を
す
る
と
い
う
こ
と
。

財
政
支
援
も
含
め
て
ス
キ
ー

ム
づ
く
り
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

―
―

現
在
問
題
と
な
っ
て

い
る
「
民
泊
」
に
つ
い
て
は

い
か
が
お
考
え
で
す
か
。

　

宿
泊
の
供
給
不
足
を
埋
め

る
も
の
と
し
て
「
民
泊
」
も

あ
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ

こ
に
は
一
定
の
ル
ー
ル
が
必

要
で
す
。
政
府
と
し
て
も

ル
ー
ル
づ
く
り
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
周
辺
の
住
民

や
不
動
産
事
業
者
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

―
―

先
生
は
環
境
副
大
臣

兼
内
閣
府
副
大
臣
の
要
職
に

つ
い
て
い
ま
す
が
、
政
策
推

進
に
あ
た
り
気
を
つ
け
て
い

る
点
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

被
災
地
の
対
応
の
中
で

も
、
原
発
事
故
へ
の
対
応
が

私
の
職
務
で
し
て
、
放
射
能

の
問
題
や
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
な
ど
誰
も
が
嫌
が
る
迷

惑
施
設
の
立
地
な
ど
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
理
屈
と
い
う

よ
り
も
、
被
災
者
の
方
々
と

の
信
頼
関
係
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
一
番
大
事
で
す
。

　

震
災
の
発
災
当
初
か
ら
、

住
ま
い
の
確
保
を
最
優
先

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
こ
こ
に
来
て
仮

設
住
宅
等
が
徐
々
に
解
消
さ

れ
て
、
災
害
公
営
住
宅
や
高

台
へ
の
移
転
が
進
ん
で
い
ま

す
。
街
づ
く
り
の
フ
ェ
ー
ズ

が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

―
―

最
後
に
会
員
の
皆
様

　

２
月
26
日
、
衆
議
院
第
１

議
員
会
館
第
８
会
議
室
に
お

い
て
、
空
き
家
所
有
者
情
報

の
開
示
に
つ
い
て
の
政
策
勉

強
会
が
開
か
れ
た
。

　

参
加
議
員
は
、
野
田
聖
子

衆
議
院
議
員
（
全
日
議
連
会

長
）、
鶴
保
庸
介
参
議
院
議

員
（
議
連
幹
事
長
）、
井
上

信
治
衆
議
院
議
員
（
議
連
事

務
局
長
）。

　

日
政
連
か
ら
は
、
原
嶋
和

衆議院議員　環境・内閣府副大臣　井上信治氏（全日議連事務局長）

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

特
に
中
古
住
宅
の
流
通
、

空
き
家
対
策
は
、
地
域
に

根
付
い
た
中
小
の
事
業
者
が

一
番
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま

す
。
世
の
中
の
ニ
ー
ズ
と
中

小
事
業
者
の
役
割
が
一
致
し

て
き
て
い
る
。
業
界
も
大
手

や
外
資
系
が
進
出
し
て
き

て
、
厳
し
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
こ
の
流
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
て
い

た
だ
い
て
、
地
域
の
た
め
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（
イ
ン

タ
ビ
ュ
ア
ー
は
山
﨑
一
守
広

報
委
員
長
、
前
田
忠
浩
副
委

員
長
）

利
会
長
、秋
山
始
常
任
幹
事
、

細
井
正
喜
常
任
幹
事
の
３
名

が
出
席
し
た
。

　

官
庁
か
ら
は
、
国
土
交
通

省
、
総
務
省
が
参
加
し
た
。

衆議院第１議員会館

　

１
月
25
日
、
日
政
連
国
会
対
策
委
員
会

は
金
融
庁
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

　

日
政
連
側
か
ら
は
、
山
口
敬
一
国
会
対

策
委
員
長
、
風
祭
富
夫
副
委
員
長
、
山
田

晶
久
副
委
員
長
、
中
島
賢
一
委
員
、
田
屋

慶
一
委
員
、
迫
幸
治
委
員
の
６
名
が
出
席

し
た
。

　

金
融
庁
の
伊
野
彰
洋
総
務
課
長
は
、「
金

融
機
関
か
ら
で
は
な
く
、
１
０
０
０
社
の

企
業
か
ら
直
接
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い

る
」
と
述
べ
、
金
融
機
関
が
担
保
・
保
証

依
存
か
ら
事
業
へ
の
「
目
利
き
力
」
を
高

中
古
住
宅
市
場
の
活
性
化
へ

め
、
企
業
の

稼
ぐ
力
を
支

援
し
、
企

業
・
経
済
の

持
続
的
成
長

に
貢
献
す
る

こ
と
を
約
束

し
た
。

環境省副大臣室にて

金融庁へ要望行う
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全
日
本
不
動
産
政
治
連

盟
北
海
道
本
部
は
、（
公
社
）

全
日
本
不
動
産
協
会
北
海
道

本
部
と
の
共
催
で
12
月
18
日

（
金
）
に
札
幌
市
お
よ
び
顧

　

県
内
に
７
支
部
を
置
く
神

奈
川
県
本
部
で
は
昨
年
度
よ

り
、
支
部
単
位
で
地
域
開
催

す
る
政
経
懇
談
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
身
近
な
テ
ー
マ

を
取
り
上
げ
、
①
会
員
が
参

加
し
や
す
く
す
る
こ
と
、
②

会
員
に
役
立
つ
活
動
を
行
う

こ
と
、
③
会
員
が
日
政
連
活

動
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
、
を
目
的
と
し
、
こ

の
様
な
活
動
が
会
員
増
強
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
計
６
回

に
わ
た
り
３
５
０
名
余
り
の

参
加
者
を
集
め
て
、
各
回
と

も
盛
会
の
う
ち
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
６
回
開
催
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
既
に
４
回

が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
各

回
と
も
、
工
夫
を
凝
ら
し
た

企
画
が
な
さ
れ
て
お
り
、
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
度
の
主
な
実
施
内
容

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
ず
、
地
元
選
出
の
県
会

議
員
と
の
意
見
交
換
会
が
実

施
さ
れ
て
、
支
部
役
員
を
中

心
に
参
加
者
を
集
め
た
支
部

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で

は
地
元
の
政
策
課
題
や
県
政

報
告
な
ど
が
行
わ
れ
て
、
活

発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
講
演
会
で
す
が
、
従

来
の
県
政
報
告
、
国
政
報
告

に
加
え
て
、
地
元
銀
行
の
役

員
か
ら
県
内
地
域
の
経
済
講

演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
身
近

な
経
済
情
勢
や
今
後
の
展
望

な
ど
、
参
加
者
に
は
興
味
深

い
講
演
内
容
と
な
り
好
評
で

し
た
。

　

他
に
は
市
政
の
４
会
派
の

代
表
を
招
い
て
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で

市
政
の
課
題
を
討
論
し
て
理

解
を
深
め
る
試
み
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
活
発
な

質
疑
応
答
が
あ
り
、
参
加
者

問
札
幌
市
議
会
議
員
と
意
見

懇
談
会
を
全
日
ビ
ル
会
議
室

（
札
幌
市
中
央
区
）
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
、
北
海
道
本

部
か
ら
細
井
正
喜
本
部
長
、

大
場
勝
己
副
本
部
長
、
横
山

鷹
史
副
本
部
長
、
三
國
成
能

常
務
理
事
、
池
谷
剛
常
務
理

事
、
藤
江
眞
吾
常
務
理
事
、

山
口
政
光
常
務
理
事
、
齊
田

博
文
理
事
、亀
井
麻
也
理
事
、

石
川
和
弘
監
事
の
10
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

札
幌
市
か
ら
は
池
田
佳
恵

市
民
ま
ち
づ
く
り
局
長
、
小

角
武
嗣
同
局
市
民
自
治
推

進
室
長
、
福
澤
将
康
同
局
市

民
自
治
推
進
課
長
、
京
谷
篤

都
市
局
長
、
大
島
佳
之
同
局

建
築
安
全
担
当
部
長
、
二
宮

力
同
局
監
察
担
当
課
長
の
６

名
、
札
幌
市
議
会
か
ら
は
涌

井
国
夫
議
員
、
宗
形
雅
俊
議

員
、
小
嶋
裕
美
議
員
の
３
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
懇
談
会
は
、
平
成
24
年

９
月
に
当
本
部
と
札
幌
市
と

の
「
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
団
体
へ
の
支
援
に
関
す
る

協
定
」
締
結
、
平
成
26
年
７

月
に
当
協
会
細
井
本
部
長
が

「
札
幌
市
空
家
対
策
検
討
委

員
会
」
の
委
員
に
委
嘱
さ
れ

た
こ
と
な
ど
を
受
け
、
町
内

会
へ
の
加
入
促
進
に
向
け
て

連
携
を
強
化
し
て
い
く
と
と

も
に
、
も
は
や
社
会
問
題
と

な
り
官
民
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る

空
き
家
流
通
促
進
事
業
の
推

進
の
た
め
、
当
本
部
と
札
幌

市
お
よ
び
顧
問
札
幌
市
議
会

議
員
の
三
者
間
協
力
関
係
を

よ
り
強
固
な
も
の
と
す
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

懇
談
会
は
、
山
口
常
務
理

事
（
日
政
連
幹
事
長
）
の
司

会
で
進
め
ら
れ
、
冒
頭
、
細

井
本
部
長
、
池
田
局
長
、
涌

井
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全

地方本部からの活動レポート

県
政 

国
政
報
告
中
心
に

出
席
者
の
自
己
紹
介
な
ど
が

行
わ
れ
、
懇
談
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、「
町
内
会

加
入
率
の
低
下
と
転
入
者

等
に
対
す
る
加
入
促
進
の
課

題
に
つ
い
て
」
と
「
札
幌
市

空
き
家
等
対
策
計
画
に
つ
い

て
」
の
二
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
行
わ
れ
た
「
町

内
会
加
入
率
の
低
下
と
転
入

者
等
に
対
す
る
加
入
促
進
の

課
題
に
つ
い
て
」
に
つ
い
て

が
聞
く
だ
け
で
な
く
、
参
加

型
の
会
が
開
催
さ
れ
た
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
従
来
の
形
の

講
演
会
も
企
画
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
各
回
、
各
支
部
と

も
地
元
に
つ
な
が
り
が
深
い

講
師
を
選
定
し
て
、
参
加
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
な

企
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
神
奈
川
県
本

部
で
は
、
県
内
の
各
地
域
に

根
差
し
た
事
業
を
行
い
、
会

員
の
皆
様
方
の
参
加
を
積
極

的
に
促
し
、
日
政
連
へ
の
理

解
を
深
め
る
べ
く
、
興
味
の

持
て
る
活
動
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。

県
内
７
支
部
で
地
域
政
経
懇
談
会
開
催

札幌市 札幌市議と意見交換会

は
、
札
幌
市
の
福

澤
課
長
か
ら
「
札

幌
市
の
人
口
動

静
」「
町
内
会
加

入
率
低
下
の
状

況
」「
不
動
産
関

連
団
体
等
と
の
連

携
」
な
ど
に
つ
い

て
資
料
を
使
っ
て

説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

去
る
２
月
21
日
、
全
日
本

不
動
産
政
治
連
盟
徳
島
県
本

部
主
催
の
顧
問
議
員
国
政
報

告
及
び
意
見
交
換
会
が
徳
島

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
元
出
身
の
参

中
小
零
細
企
業
の
多
い
不
動

産
業
界
の
実
情
や
銀
行
の
実

務
実
態
、
徳
島
県
内
に
お
け

る
不
動
産
流
通
の
停
滞
、
過

疎
化
、宅
建
業
法
の
報
酬（
手

数
料
）
規
程
の
問
題
、
都
市

計
画
の
適
正
な
施
行
な
ど
、

会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
直
面
す
る

問
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
か

ら
は
、
防
災
都
市
と
し
て
の

徳
島
市
の
イ
ン
フ
ラ
更
新
時

期
に
触
れ
、
徳
島
県
庁
等
の

移
転
や
市
内
中
心
部
の
再
開

発
の
必
要
性
に
つ
い
て
持
論

を
お
聞
か
せ
頂
き
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、
地

元
会
員
か
ら
は
、
こ
の
よ
う

な
機
会
は
こ
れ
ま
で
に
あ
ま

り
無
く
、
民
主
党
政
権
か
ら

自
民
公
明
政
権
に
移
っ
た
現

在
の
新
た
な
政
治
勢
力
の
中

で
、
徳
島
に
お
い
て
も
政
策

要
望
が
出
来
る
環
境
が
必
要

と
の
声
も
上
が
り
ま
し
た
。

　

中
西
議
員
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
今
後
の
ご
活
躍
と
当

連
盟
の
顧
問
と
し
て
の
ご
尽

力
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

中西祐介議員と意見交換

町
内
会
加
入
促
進
が
課
題

地
域
に
根
差
し
た
事
業

細井正喜北海道本部長

挨拶する牧島かれん内閣府大臣政務官

徳島県本部

北海道本部

神
奈
川
県
本
部

　

ま
た
、「
空
き
家
等
対
策

計
画
」
に
つ
い
て
は
、
同
じ

く
札
幌
市
の
二
宮
課
長
か
ら

「
計
画
策
定
の
趣
旨
と
基
本

的
な
方
針
」「
空
き
家
等
の

現
状
と
課
題
」「
空
き
家
等

の
対
策
」
な
ど
に
つ
い
て
、

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
議
案
と
も
説
明
後
に
討

議
が
行
わ
れ
、
出
席
者
の
経

験
を
基
に
し
た
質
問
や
各
々

の
立
場
か
ら
意
見
が
出
さ
れ

る
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・

・

議
院
議
員
・
中

西
祐
介
議
員
を

お
招
き
し
、
史

上
最
年
少
で
の

財
務
省
大
臣
政

務
官
と
し
て
金

融
情
勢
や
日
銀

政
策
に
関
す
る

現
状
報
告
を
、

続
け
て
地
元
徳

島
県
に
お
け
る

議
員
の
活
動
に

つ
い
て
報
告
を

頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
出
席

会
員
と
の
意
見

交
換
を
行
い
、

空き家対策など活発な意見交換が行われる

川崎支部の政経懇談会

会員が直面する問題を議論


